音楽科１年 ２

	[bookmark: _Hlk83375263]題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動

	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「We’ll Find The Way」「その先へ」
・「We’ll Find The Way」の範唱を聴く。
・音のつながり方を意識しながら階名で歌う。
・「作者からのメッセージ」を読み，意見を出し合い，ワークシートにまとめ
る。
	○
	
	○
	

	2
・
3
	・歌唱表現を工夫するポイントについて意見を発表する。
・歌詞の内容や表現について気付いたことを述べる。
・「My Voice！」を参考に，姿勢や響かせ方を身に付ける。
・まとめの合唱を録音し，学級全体で聴いて振り返りを行い，ワークシート
に記入し，話し合う。
	
	○
	○
	②１人１台端末等で演奏を録画し，振り返りで活用できるようにする。
③声による表現の意図や友達の表現から感じ取ったことを交流させる。


題材名「思いをこめて合唱しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]　





	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「主は冷たい土の中に」「Edelweiss」
・「主は冷たい土の中に」の範唱を聞く。
・旋律の特徴に注意しながら，階名で歌う。
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解する。
	○
	
	
	

	2
・
3
	・曲想を意識して歌う。
・どのように歌いたいかについて交流をする。
・創意工夫した表現に必要な内容について話し合う。
・まとめの斉唱を録画し，学級全体で聞いて振り返りを行い，ワークシートに記入する。
	
	○
	○
	②③自分たちの演奏を動画で確認し，感想を交流させる。



題材名「曲の構成を感じ取って歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]





	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，それらを生かした器楽表現を創意工夫して演奏する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「リコーダーLESSON１」
・リコーダーの構造や奏法について知る。
・タンギングや息のスピードに注意しながら，いろいろな奏法を確認する。
	○
	
	
	

	2
	・「聖者の行進」の範奏を聴く。
・全体的な雰囲気について感じたことを発表する。
・主旋律・副旋律を全員で演奏する。
・範奏CDのリコーダーの奏法に注目し，奏法を使い分けていることに気付く。
・アーティキュレーションを確認し，奏法によって，雰囲気が変わることを実感する。
	○
	○
	
	②③１人１台端末等を活用し，自分たちの演奏を録音（録画）し，客観的に聴かせることで，感じたことや気付いたことについて話し合い，音楽づくりにつなげられるようにする。

	3
	・アーティキュレーションについて振り返り，確認する。
・四人のグループで「聖者の行進」の音楽表現を創意工夫する。
・グループでの話し合いの内容を発表し，それを基に演奏する。
・各グループの音楽表現のよさについてワークシートに記入する。
・題材を通して学んだことをワークシートに記入する。
	
	○
	○
	



題材名「曲想を感じ取って，器楽表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（２）アイ（ア）ウ(イ)]

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「春」
・楽器に注目し，弦楽合奏の楽器について知る。
・鑑賞CDを聴き，気付いたことや感じ取ったことを話し合う。
・曲想と楽器の音色，旋律，形式との関わりについて理解する。
	○
	
	
	

	2
	・音楽が表している情景が，どのように変化しているか，聴き取ったことと感じ取ったことをワークシートに記入する。
・グループに分かれて，曲想と音楽の構造との関わりについて意見を出し合う。
・まとめたことを発表し合う。発表を聴き，自分なりに考えたことをまとめる。
	
	○
	○
	③ソネットの情景がどのように音楽の特徴に表れているか，意見を交流させる。


題材名「音楽の特徴に注目しながら，情景を思い浮かべよう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア(ア)イ(ア)]　　　





	題材の
目標
	・曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴について理解するとともに，それらを生かした創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「ジョーズのテーマ」
・曲を鑑賞し，感じたことや思い浮かべたイメージを記入し，発表する。
・モティーフの音の高さやリズムを変化させて聴き比べ，感じ方がどのよう
に変わるかについて，話し合う。
・全曲を聴き，曲想と音楽の関わりについて感じ取る。
	○
	
	
	

	2
	・「ジョーズのテーマ」のよさや面白さを紹介する文章をワークシートに記入する。
・紹介文を発表し合う。
・まとめの鑑賞をする。
	
	○
	○
	

	3
	・教科書P.40の二つの風景から，音楽で表したい風景のイメージを持つ。
・グループで話し合い，音素材を選び，強弱や構成を工夫して音楽をつくる。
・音素材を選んだ理由や構成で工夫した点などをワークシートに記入する。
	○
	○
	
	②③１人１台端末等を活用し，自分たちの演奏を録
音（録画）し，客観的に聴かせることで，感じたことや気付いたことについて話し合い，音楽づくりにつなげられるようにする。

	4
	・前時でつくった音楽を発表し，聴き合う。
・音楽から伝わってきたイメージを伝え合う。
・交流した意見を参考に，音楽を見直し，完成させる。
	
	○
	○
	③つくった音楽の工夫した点や感想などを交流させる。


[bookmark: _GoBack]題材名「イメージと音楽との関わりを感じ取ろう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ(イ)ウＢ（１）ア(ア)イ(ア)]　


	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「朝の風に」
・範唱を聴きながら，声部の役割について確認する。
・女声と男声に分かれ，音を確認しながら歌う。
・旋律の特徴を生かして，１・２段目を中心に歌い方を工夫する。
・旋律の重なりに注目して３段目を歌う。
	○
	
	
	

	2
	・声部の役割，旋律の重なり方を生かして，４・５段目を歌う。
・声部の役割や全体の響きを意識して歌う。また，どのように歌うかについて自分の考えを持ち，音楽表現の工夫についてのポイントをまとめ発表する。
・発表された考えを基に話し合う。
・音楽表現の工夫について分かったことをワークシートに記入する。
・これまでの学習を生かして，全体で歌う。
	
	○
	○
	③それぞれの声部の役割，旋律の流れや重なりについて，気付いたことや工夫したい点を考え，意見を交流させる。

	3
	「君をのせて」
・主旋律を「ラ」や階名で歌い，曲の雰囲気の変化について感じ取ったことを記入する。
・歌詞と旋律との関わりについて気付いたことや感じ取ったことを記入する。
・グループで歌いながら曲にふさわしいと思う歌い方を考え，話し合う。
	○
	
	
	

	４
	・楽譜を見ながら範唱を聴き，曲の様々なテクスチュアを理解する。
・主旋律以外の音取りをし，どのように歌うかについて意図を持った上で合唱する。
・曲想について分かったことや感じたことを記入し，発表する。
	
	○
	○
	③主旋律とそれ以外のパートの関わり，曲想について歌い方を考えさせ，表現で工夫したいことを発表させる。


題材名「曲想やパートの役割を感じ取って，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（イ）]　

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	１
・
2
	「魔王」
・「魔王」を鑑賞し，全体的な感想や特徴的な要素について話し合う。
・演奏を聴き，音色，旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それらが生み出
す特質や雰囲気を感受する。
・登場人物がどのように表現されているか聴き取る。ワークシートに記入し，意見を交換する。
・交流した意見をグループや学級で発表する。
・前時で捉えた特質や雰囲気が歌詞の内容とどのような関わりがあるのか考えながら，「魔王」を鑑賞する。
・作曲者の表現の工夫について考えワークシートに記入し，話し合う。
・ピアノ伴奏に注目し，ピアノ伴奏が歌詞の内容や登場人物とどのように関わっているのかを考え，ワークシートに記入し，作曲者の意図した表現の工夫について考える。
	○
	○
	
	③旋律と歌詞との関りを考えさせ，気付いたことを交流させる。

	3
	・曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・作曲者の表現の工夫について自分なりに考え，曲に対する評価とその根拠について話し合う。
・旋律の雰囲気や歌い方の違いに関心を持ち，作曲者の思いを味わって聴く。
	
	○
	○
	


題材名「曲想と音楽の構造との関わりを理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ア）イ（ア）]　　


	題材の
目標
	音のつながり方の特徴について理解するとともに，それらを生かした創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○リズムゲーム，リズムアンサンブル，リズムチャレンジ
・P.16を参考に，1小節のリズムを決定する。
・リズムを歌ったり，手拍子をするなどして演奏してみる。
・P.17つくったリズムを持ち寄り，数人でリズムアンサンブルを行う。
・４小節のリズムをつくり，工夫して点について発表する。
	○
	○
	
	③それぞれの音楽や表現のよさや面白さについてグループで話し合わせる。


	2
・
3
	○My Melody
・「主は冷たい土の中に」の冒頭2小節を参考に音のつながり方の特徴について考える。
・P.17でつくったリズムを使い，Ⅰ―Ⅳ―Ⅴ―Ⅰの和音の動きに合わせ，創作する。
旋律のイメージを考える。
・音のつながりを工夫する。
・旋律ができたら，工夫した点をワークシートに記入する。
	
	○
	○
	②１人１台端末を利用して演奏を記録し，自分たちで聴いたり見たりして確認し，音楽表現を工夫させる。


題材名「音のつながり方の特徴を生かして，創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ（ア）ウ]　　　　　



	題材の
目標
	・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わり，我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について理解するとともに，生活や社会における音楽の意味や役割，音楽表現の共通性や固有性について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・声の音色や響き及び言葉の特徴と曲種に応じた発声との関りについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「日本の民謡　生活や社会の中の音楽」
・「こきりこ」「ソーラン節」など紀州の民謡や地域の民謡を聴き，音楽的な特徴や雰囲気などについて話し合い，その背景となる文化や歴史との関わりについて理解する。
・節回し，リズム，音階，コブシなどに触れ，自分なりに考えたことをワークシートにまとめ，学級全体で発表する。
	○
	○
	
	②演奏の様子を鑑賞することで，声の種類やいろいろな歌声，多様な表現があることに気付くことができるようにする。


	3
・
4
	「アジアの諸民族の音楽」
・各民族音楽の特徴に着目し，日本の楽器との共通点や相違点について気付いたことをワークシートに記入する。
・アジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について考え，意見の交流を図る。
	
	○
	
	③それぞれの曲の共通点や違いについて，意見を交流させる。


	5
・
6
	「ソーラン節」
・模範演奏に合わせて歌う。
・声の音色，節回し，コブシ，囃子調の特徴について意見交流をする。
・グループで歌い試しながら，様々な歌唱表現について考える。
・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，発音などを身に付ける。
・まとめと振り返りをワークシートに記入する。
	○
	
	○
	③歌い方を工夫した感想を交流させる。


題材名「日本の民謡やアジアの諸民族の音楽の特徴を感じ取ってその魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（イ）ウ（ア）Ｂ（１）ア（イ）（ウ）イ（イ）（ウ）]

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「浜辺の歌」「赤とんぼ」
・歌詞の内容や音楽の構造の特徴を捉え，曲想との関わりについて理解する。
・グループで意見の交流を図り，どのように歌うかについてのイメージをワークシートに記入する。
・グループごとに考えて表現について発表する。
・他のグループの発表を聴いて気付いたことについてワークシートに記入する。
	○
	○
	○
	

	3
	「歌い継ごう日本の歌」
・前時の学習を思い出し，歌詞の内容や曲想を意識して歌う。
・わが国で長く歌われ親しまれている歌曲のよさについてまとめ，発表する。
・「浜辺の歌」「赤とんぼ」のよさを味わいながら，全体で歌う。
	
	○
	○
	②③１人１台端末等を活用し，自分たちの演奏を録音（録画）し，客観的に聴かせることで，感じたことや気付いたことについて話し合い，歌唱表現につなげられるようにする。


題材名「日本の歌のよさや美しさを感じ取って，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ





	題材の
目標
	楽器の音色や響きを双方との関わりについて理解するとともに，それらを生かした器楽表現を創意工夫して演奏する。題材名「音のつながり方の特徴を生かして，創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）ア，イ（ア）ウ]　　　　　

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「たこ　たこ　あがれ」「ほたるこい」「火祭りの踊り（篠笛）」
・器楽P.64，65を参考にして篠笛の範奏を聴く。
・篠笛の演奏や唱歌を通して，音色や旋律の特徴を感じ取る。
・篠笛の特徴について意見を交流する。
	○
	○
	
	②大型テレビや１人１台端末等を活用して，篠笛の構え方や穴のふさぎ方，運指を見ることができるようにする。


	2
・
3
	「もののけ姫（篠笛）」
・器楽P.64，65を参考にして篠笛の範奏を聴く。
・曲や篠笛の特徴について考え，表したいイメージの表現を創意工夫する。
・創意工夫を表現するための運指や奏法を確認する。
・全体で演奏を聴き合い，気付いたことや感じたことについてワークシートに記入する。
	○
	○
	○
	


題材名「篠笛の特徴を生かして，器楽表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（２）アイ（イ）ウ（ア）





	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わり，音楽の特徴とその情景となる文化や歴史，他の芸術との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠，生活や社会における音楽の意味や役割について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「雅楽　『平調　越天楽』」
・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて理解する。
・演奏に用いられる楽器を確認し，音色や旋律，音の重なり方などの特徴について気付いたことをまとめ，グループで発表し合う。
・全曲を通して聴き，曲のよさや美しさについて自分の考えをまとめる。
	○
	○
	
	②演奏の様子や楽器の音色を映像で確かめられるよ
うにする。


	2
	・P.55の唱歌に取り組み，曲の拍と間について体験する。
・鑑賞用の音源に合わせて唱歌を歌う。
・全曲を通して聴き，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考えたことをワークシートに記入する。
・他の意見も取り入れ，曲のよさや美しさについて自分の考えをまとめ完成する。
	○
	○
	
	

	3
・
4
	「曲のよさをプレゼンしよう」
・前時の学習を参考に，自分の考えるこの曲のよさや美しさを具体的にまとめ，紹介文を作成する。
・作成した紹介文を発表し合い，他の意見や見方について知る。
	
	○
	○
	②③１人１台端末を活用し，発表資料を作成させる。楽器の音色や音楽のよさについて意見を交流させる。



題材名「日本に古くから伝わる合奏に親しみ，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ア）(イ)イ（ア）（イ）]　



	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした歌唱表現を工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「Let‘s Search　For Tommorrow」
・楽譜を見ながら曲を聴き，主旋律を歌う。歌う中で，曲の構成についても考える。
・音楽や歌詞から気付いたことを手掛かりに，どのように歌いたいかを考え，ワークシートに記入する。その後，グループで話し合う。
・各パートに分かれて音を確認しながら歌う。
	
	○
	
	

	3
・
4
	「心通う合唱」
・前時を振り返り，パートごとに旋律を確認する。
・部分ごとに全体練習を行う。
・自分たちで考えた表現の工夫を基に，充実した混声三部の響きで歌う。
・BとDの表現の違いに着目して表現を工夫する。
・合唱の様子を録画し，自分たちの表現について振り返り，ワークシートに記入する。
・各々の振り返りを学級全体で共有する。
	○
	○
	○
	②③１人１台端末等を活用し，自分たちの演奏を録音（録画）し，客観的に聴かせることで，感じたことや気付いたことについて話し合い，音楽づくりにつなげられるようにする。



題材名「曲の構成や曲想の変化を生かして，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）（イ）]

仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画
